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           カンボジアの子どもたちに教科書を

                    ２０１６年９月 No.５８

         大澤 龍

今年度の NFEC からの中学進学者

当会が運営費を支援している NFEC(非正規識字学校)から、今年度小学校の課程

を修了し中学に進学する生徒は下表の 6 名です。

全員女の子なのですが、リティさんに問い合わせたところ、特別な意味はなく

偶然とのことでした。

また、年齢が 12 歳から 13 歳と中学進学適齢年齢になっています。

  

カンボジア便り

前に出て音読をする子と、それを集中して聴く NFEC の生徒たち
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学年 最低年齢 最高年齢

1年生 8歳 9歳

2年生 7歳 13歳

3年生 9歳 14歳

4年生 10歳 15歳

5年生 10歳 17歳

6年生 13歳 15歳

2009年 11月 2校に不足教科書支援･1,400冊･1,000ドル

2010年 10月 8校に不足教科書支援･5,200冊･4,400ドル

2月 10校に不足教科書支援･3,900冊･3,660ドル カンボジアが東日本大震災に配慮し、要求が遅れた。

10月 11校に不足教科書支援･3,900冊･3,850ドル

2013年 10月 11校に不足教科書支援･3,873冊･3,569ドル

2014年 10月 11校に不足教科書支援･4,263冊･4,789ドル

2015年 10月 11校に不足教科書支援･1,338冊･2,144ドル 財政状況の悪化でクメール語のみ

2012年

皆様の多くは「当たり前のこと」だと思われるでしょうが、私達がこの地域で

支援を始めた頃は学年ごとの年齢にかなりバラツキがありました。

下表は 2007 年のルセイサン小学校のデータです。

当時は、それまで経済的状況等の影響で学校に行けなかった子供が、そろそろ

学校に行けるようになった時期だったのだと思います。

それがここ 2～3 年は NFEC のような非正規識字学校ですら、中学進学者の年齢

が適齢になっています。ポルポト時代が完全に終わって約 20 年、ようやく普通

の国になりつつあるようです。

今年度の教科書支援と、過去の支援実績

今年度も昨年に続いてクメール語の教科書の支援を行います。

現在各学校の校長先生が必要数を調査しており、9 月初旬には結果が出そろい、

10 月の新学期には支給が間に合う予定です。

ところで、当会の不足教科書の補てん支援は、2009 年にルセイサン小学校・ワ

ットハ-小学校の二校に対してクメール語・算数・社会・生物の全 4 教科を支給

したのが始まりでした。

その結果は素晴らしいもので、下記の成果が上がりました。

・生徒の授業中の集中力向上
・授業時間の効率向上(板書が減る)
・全員が宿題をやって来る｡（全員が教科書を持っているので家で宿題が出来る）
・授業が分かるので子どもが、学校が好きになる｡

この結果、出席率が上がった。

その後周辺の小学校がこれを聞きつけ、支給対象校が一気に広がり、現在に至

った経過を下表に示します。

支援累計は 7 年間で 23,873 冊、23,412 ドルになります。
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      ボランティアさんの感想  

文京区日韓アジア基金ニュースレター発送作業のボランティア

中学生 石黒 翼

６月１２日に行われた日韓アジア基金のニュースレター発送作業のボランティ

アに参加しました。                             

参加理由としては、部活の大会で敗れ、部活を引退して少し暇になった所で今ま

でやったことがなかったボランティアを行いたいと思ったからです。ボランティ

アの募集要項で中学生を受け付けているのはあまりなく、できないかもしれない

と思っていた所でこのボランティアを何とか見つけることができました。     

しかし、見つけられたのはいいとして、活動内容についていけるか不安でした。

“中学生の自分が迷惑をかけないだろうか ”

そう思っていました。けれども、

実際に行ってみると、スタッフの

方々から優しく、やることとその

やり方を教えていただき、作業の

場も自由に会話をすることが可能

で、働きやすい場所でした。残念

ながら参加できませんでしたが、

活動後も食事会があり、ボランテ

ィアをする人自身も気持ちの良い

活動でした。          

そして、ボランティアを行ってカ

ンボジアの教育状態も知りました。

カンボジアでは教科書が足りない

為毎年生徒から教科書を回収して、

翌年も同じものをつかっています。                                                                                                   

作業も終盤、クロネコのシール貼りです  そして、不足している教科書を送

ってみるとカンボジアの生徒の学力はみるみる向上したそうです。同世代の子供

である私もこのような活動をサポートできたのは良かったと感じました。                             

けれども、このような教科書搬送は、寄付金やボランティアへ参加する人がいな

ければ成り立ちません。この活動は自由度が高く、作業も分かりやすく、時間も

午前中だけだったので誰でも気持ち良く参加できる内容でした。中・高校生から
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この人数で、半日で 230 通を発送しました。

リタイアされた方まで幅広い人々が参加をすればこの活動はどんどん大きくなり、

カンボジアの教育を促進させることができるはずです。少し時間のある人は活動

に参加してみると良いと思いました。

最後に、活動を行わせてくれた運営のみなさん、まことにありがとうございま

した。今回のボランティアだけでなく、他のボランティアにも参加していきたい

と感じました。

「私に今できる細やかなことが、誰かの、それから私自身の幸せにつ

ながっていく」 ～ニュースレター発送ボランティアに参加して～

社会人 チェヨンジン(韓国) 

夏が始まり、暑さを肌で感じ始める時期、６月に社会人になってから初めてと

なるボランティアに参加しました。

初めてのことは、いずれも不安や期待で胸がいっぱいになるものですが、大人に

なった今は、この「初めて」というものは中々日常生活には登場しないもので、

久しぶりのこの感覚に、朝からかなり緊張していました。 ボランティアを申し込

んでから、当日までは日々の仕事で、あまりボランティアのことを考える時間が
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なく、ボランティア前日の夜からやっといろんなことが頭の中を巡っていたので

す。「事前にメールで当日の作業について案内がきていたが、よく理解できなかっ

た。当日迷惑かけずしっかり力になれるだろうか」、「みな初めて会う人ばかりだ

が、控えめな自分が他の参加者とうまくコミュニケーションをとれるだろうか」

など、いろんな思いが頭の中を巡っていました。しかし、ボランティアが終わり、    

振り返ってみると余計な心配をしたものだと笑う自分がいました。スタッフのみ

なさんや他の参加者の方はとても気さくでみずから声かけてくださり、短時間で

あったもののリラックスできたことと、ニュースレター発送という作業は過去長

い期間、繰り返し実施してきたため、オペレーションが定着しており、スタッフ

のみなさんの指示が適切かつ明確で、作業に迷うことはなかったということがそ

の理由です。その結果、効率よく少人数でありながらも予定していた作業量をす

べて終わらせることができ、私もその一員として貢献できました。おかげで、初

めてのボランティアに参加した自分にとっては、かなりの達成感を得ることがで

きました。

今回のボランティアで印象的だった点を挙げますと、ボランティア作業を始める

前にスタッフから初めてボランティアに参加する人のためにボランティアについ

ての概要、当 NPO が活動において心がけている点など、当日の作業に直接つな

がるものではない話を時間をかけてしてくださったことです。NPO というものは、

ボランティアの協力が不可欠であり、そのボランティアをいかに活かすことがで

きるかは、組織運営に直接的に関わってきます。その意味では、日韓アジア基金

のスタッフのみなさんはボランティア参加者の参加意欲及び今後の活動継続とい

チェさんがほめて下さったスタッフによる作業の説明です。
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う点において素晴らしいアプローチをとっていらっしゃると感じました。特に、

大澤さんのキャラクターは素晴らしいもので、その人柄に惹かれて活動を継続す

る方も多いのではないでしょうか。

そのため、ボランティアは初めて、またはこれからボランティア活動を考えて

いる方にとっては、日韓アジア基金のボランティア活動を手始めに、活動を広げ

ていくことはとても良いことと思います。

私自身、ボランティアに参加したきっかけとして、今の職業は、法人がお客様

であり勤務強度が高く、個々人の能力が重要視される業界に従事していることか

ら、日々の業務において社会に貢献しているという感覚を感じるには努力が必要

であることでした。しかし、今回の活動、それからスタッフのみなさんとの出会

いを通じてささやかな私の作業や思いが、その結果としてどれくらい社会に貢献

支援者の方へのコメント書きです。これが一番手間のかかる作業な

のですが、チェさんもおっしゃっているように、一連の作業の中で

一番やり甲斐を感じられる作業でもあります。


